【番組審議会】
ラジオ・ミューでは、放送番組の向上改善と適正化のため、自社制作の放送番組を審議する放送番組審議会を設置しています。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ラジオ・ミュー
第153回～155回番組審議会（合同開催）
1． 開催日時
　 令和6年7月30日（火）午前10時～11時30分
２．開催場所
   黒部市国際文化センター コラーレ　　会議室１
３．委員の出席
　 出席委員数　7　名
　　　(武藤 憲夫 委員長、長沼 潔　副委員長、金山 宏明 委員、森田 慶次 委員、
法原　留美佳 委員、太田 泉 委員、大坪　雄兵　委員)
　 放送事業者側出席者名　 齋藤 規 放送局長、　　　　　　　　　　　　
制作：朝野 真由子、浄土 拓海、山下 幸子、書記：坪田 智香子　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．議事内容
①「セレネなるほど美術館」　令和6年7月5日（金）放送分
【番組内容】
宇奈月温泉街にある、セレネ美術館をもっと楽しんでもらいたい！美術館のひみつを、学芸員ならでは視点でお話しする３０分番組。
　黒部市芸術創造センターセレネの催し物などの情報を中心に、9/23まで開催の「法隆寺の国宝、ゴッホ、マネに会える　クローン文化財降臨展」を絶賛紹介。
【委員の意見】
・セレネは特色あるよい美術館、認知度を高めるために良い企画だ。
・２人の声のトーンも合っていて聴きやすかった。
・少し早口のところもあるので、テンポゆっくりがいい。
・為になった。クローン文化財を見に行きたくなった。　　

②「真宗タイムズ」　令和6年6月9日（日）放送分
【番組内容】　
真宗大谷派　富山教区　第十三組（朝日、入善地区）の住職らがパーソナリティーを務める、4月から9月までの期間限定番組。めっきりお寺へ足を運ぶ機会が少なくなってしまった昨今において、「お寺がみんなの側に行こう」という点からスタートした番組。
【委員の意見】
・ありがたいお話を聞くきっかけになるのでは？
・ラジオというのは効果的な媒体であると改めて感じた。
・出てくる言葉、漢字が浮かばないところも。もう少し詳しく聞けたら嬉しい。

③「２人旅・東京紀行」　令和6年6月26日（水）放送分
【番組内容】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　　
「たまにはこんな番組あっても良いな」そんな想いで放送しました。
ゲストインタビューは、ダンサーとして活躍後、現在はバレエ講師や振付家として活動を続ける坂本登喜彦さん。

【委員の意見】
・面白い企画、ロードムービー的な臨場感もあり、旅に出ている楽しい感じで聴けた。
・坂本さんのインタビューが良かった。 
・番組告知をもっとしてほしかった。　

5．組機関の答申または改善に対してとった措置
・音バランスに気を付けて、聴きやすい番組作りを意識する。
・いろんな企画を考えていく。　等
　　　　　　　
6．審議機関の答申又は意見概要の公表
・ラジオ・ミューの HP 上でも審議会内容を公開。
・令和6年8月8日（木）12：42～自社番組「OH！HAPPY　DAY」の中で審議内容を紹介した。
